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要旨
　本研究では、認知症患者に対する人工知能を用いたコミュニケーション・ケ
アと認知機能に対する効果を明らかにするために、それらに関する文献を質的
帰納的に分析した。対象文献は、医学中央雑誌 WEB 版にて、原著論文を対象
に［認知症＋コミュニケーション＋人工知能］と検索し、抽出された 18 編の
内、認知症患者に対する人工知能を用いたケアについて示されている 12 編と
した。文献の論旨から逸脱しないようにスーパーバイザーと共に分析した。そ
の結果、人工知能を用いたコミュニケーション・ケアに関する記述は 74 コー
ド、そのケアが認知症患者の認知機能に与える効果に関する記述は 93 コード
が抽出された。それらのコードを人工知能が搭載されているハードウェアの型
ごとにカテゴリー化した。ぬいぐるみ・ペット型ロボットを用いたケアは、【
身体的な触れ合い】など、3 つ、効果は【ADL の維持・改善】など、7 つのカ
テゴリーが抽出された。二足歩行・人型ロボットを用いたケアは、【生活動作
への関わり】など、5 つ、効果は【主体的コミュニケーション能力の維持・改
善】など、7 つのカテゴリーが抽出された。また両方のロボット型を用いたケ
アは、【非言語的コミュニケーション】など、5 つ、効果は【表出感情の多様
化】など、4 つのカテゴリーが抽出された。これらから、人工知能のケアは、
認知症患者の精神面や身体活動能力、認知機能を改善することが示唆された。
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序論
　厚生労働省は、2018 年に保健医療分
野 AI 開発加速コンソーシアムを実施し、
医療職員不足の課題解決や医療技術の強み
発揮に向けて、人工知能の活用が求められ
ていると述べている（1，2）。また二宮に
よると、我が国では 2012 年に高齢者の
約 7 人に 1 人が認知症であり、2025 年に
は高齢者の 5 人に 1 人が認知症になるとい
う（3）。以上の現状の中で、保健医療分野

における人工知能の活用の一つとして、認
知症のケアにも、人工知能が用いられてい
る（4）。その中で、介護ロボットを介した
セラピー効果（5）や認知症スクリーニン
グ実施可能性（6）の研究が行われている。
しかし、これらの研究はロボットに焦点が
当てられており、人工知能に焦点を当てて
認知症患者に対するコミュニケーション・
ケアと効果について研究しているものは少
ない。保健医療分野で人工知能が注目され
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ていることや、人工知能はロボットとは異
なることから、人工知能に焦点を当てるこ
とが重要になっていると考えられる。
　そこで本研究では、人工知能に着眼し、
人工知能を用いた認知症患者へのコミュニ
ケーション・ケアに関する先行文献から、
認知症患者に対する人工知能を用いたコミュ
ニケーション・ケアと認知機能に対する効果
について明らかにすることを目的とした。

方法
1．用語の定義　　
1）認知機能

「認知症でみられる記憶、見当識、理解・
判断力、実行機能、言語能力、失行・失認
に関わる機能」とした。
2）コミュニケーション・ケア

「言語・文字、身振りなどにより、情報や感情
を伝達しあう手段を用いた関わり」とした。
3）人工知能
John McCarthy は人工知能について、「知
的な機械、特に高度な知能を作る科学と工
学である」と述べている（7）。ここから、
本研究では、物事を考えて判断しているよう
に捉えることが可能なものを人工知能とした。
4）ぬいぐるみ・ペット型ロボット

「実在する動物をモデルとしているものや、
表面がぬいぐるみのように柔らかな素材で
作られているロボット」とした。
5）二足歩行・人型ロボット

「人のような振る舞いや、会話が可能なロ

ボット」とした。
2．対象
　対象論文の論文検索データベースは、医
学中央雑誌 WEB 版 Ver6 を用いた。本研
究では、原著論文を対象に((認知症/TH or 
認知症/AL) and (コミュニケーション/TH 
or コミュニケーション/AL) and (人工知
　能/TH or 人工知能/AL)) and (PT=原著
論文)で検索を行い、18 編の文献が抽出さ
れた。本研究の目的は、人工知能を用いた
認知症患者へのコミュニケーション・ケア
について考察することである。その為、認
知症スクリーニングに関する文献 2 編、ロ
ボットに焦点を当てた文献検討 1 編、スタ
ッフに焦点を当てた文献 1 編、人工知能が
利用されていない研究の文献 1 編を本研究
の対象から除外した。その結果、認知症患
者に対する人工知能を用いたケアについて
示されている 12 編の文献を対象とした（図
１参照）。検索日は、2023 年 6 月 14 日で
ある。
3．分析方法
　データの分析は、対象文献を精読し、文
献ごとに人工知能を用いて実施したケア、
そのケアが与える認知機能への効果に関し
て述べられている部分を抽出し、コード化
した。類似するコードを項目ごとに系統的
に分類し、その内容を構造的かつ帰納的に
分析する方法である K.クリッペンドルフ
の内容分析法に基づいて、類似するコード
を分類した。質的研究方法の一つである内
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容分析法であり、一致率を出す必要がある
ベレルソンと異なり、K.クリッペンドルフ
は一致率を出す必要はないと述べている。
先行研究でも用いられていることから本研
究では K.クリッペンドルフの内容分析法を
用いた。分析結果は、研究者と質的研究の
経験豊富な専門家の計２名でそれぞれ独立
して実施し、分析内容が同一結果へ至るま
で話し合いを重ねた。本研究は、先行研究
に基づく研究であり、分析対象の文献解釈
について、著者の論旨から逸脱しないよう
に、研究経験の豊富なスーパーバイザーと
共に研究を進めた。
4．倫理的配慮　　
　本研究の対象文献は、個人が特定されて
いない文献とした。また、引用した文献は
文献の所在、原著者名、出版社、出版年を
明示し、著作者の権利を侵害しないよう留
意した。

結果
　人工知能を実行する為のハードウェアと
しては、対象文献 12 編全ての研究で、ロ
ボットが使用されていた。その内、ぬいぐ
るみ・ペット型ロボットを用いているもの
は 5 編、二足歩行・人型ロボットを用いて
いるものは 5 編、上記両方のロボット型を
用いているものは 2 編であった。
　人工知能を用いたコミュニケーション・
ケアに関する記述は、74 コードが抽出さ
れた。またそのケアが、認知症患者の認知
機能に与える効果に関する記述は、93 コ
ードが抽出された。ハードウェアは、人工
知能を使用する際に必ず必要となってくる

ものであり、型によって可能なケアが異な
る部分もあったことから、ハードウェアご
とにケアを分類して述べる。それらをカテ
ゴリー化したものを表1～表3に示す。【】は
カテゴリー、［］はコードを示す。
1．ぬいぐるみ・ペット型ロボット
1）人工知能を用いたコミュニケーション・ケア
　【バーバルコミュニケーション】【身体
的な触れ合い】【刺激によるロボットの行
動変容】の 3 カテゴリーが抽出された。【
身体的な触れ合い】は、［抱っこが可能］［関
わりにより人形の感情の変化］などのコー
ドが抽出された。ぬくもりが感じられるも
のや表面が柔らかなものが使用され、接触
する関わりや関わりが継続されるケアが行
われていた(表 1 参照)。 
2）ケアが認知症患者の認知機能に与える効果
　【Activities of Daily Living(ADL)の維
持・改善】【主体的行動の増加】【意欲・見
当識の改善】【精神の安寧】【体内動態の改
善】【コミュニケーション方法の多様化】【
感情表出の活発化】の 7 カテゴリーが挙げ
られた。【ADL の維持・改善】は、［歩行
距離の延長］［用便の管理の改善］など、14
コードで構成され、日常生活上の動作が改
善されていた。それに加えて、日常生活上
でのより高度な行動も可能となる身体活動
の改善の影響も受けていた(表 1 参照)。  
2．二足歩行・人型ロボット
1）人工知能を用いたコミュニケーション・ケア
　【生活動作への関わり】【脳の活動の促し
】【視覚的変化による刺激】【身体的活動の
促し】【安全の管理】の5つがカテゴリーと
して抽出された。【生活動作への関わり】は、
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［会話］［励ましの言葉をかける］［趣味に
関する質問］を含む 16 コードで構成され、
双方向の会話や利用者の感情に直接影響を
与える声掛けが含まれていた。また利用者
の状態を知ろうとする会話のケアが行われ
ていた(表 2 参照)。 
2）ケアが認知症患者の認知機能に与える効果
　【主体的コミュニケーション能力の維持・
改善】【自発性・無気力感の改善】【注意・集
中力の改善】【肯定的自己概念の向上】【肯
定的感情の出現】【娯楽的な身体的活動の
維持・改善】【不安定な感情表出の改善】
の 7 カテゴリーが挙げられた。【主体的コ
ミュニケーション能力の維持・改善】は［会
話の広がり］［職員との会話の増加］など、
6 コードで構成され、コミュニケーション
能力の改善により他者との会話が増加した
だけでなく、その会話内容がより具体的な
内容へと変化していた(表 2 参照)。 
3.両方のロボット型を用いている場合
1）人工知能を用いたコミュニケーション・ケア
　ぬいぐるみ・ペット型ロボットと二足歩
行・人型ロボットの両方を使用したケアは、

【発語機能の認知】【非言語的コミュニケー
ション】【人からの指示に対する適応】【共
同作業の実施】【聴覚を刺激する関わり】
の 5 つのカテゴリーが抽出された。【非言
語的コミュニケーション】は［触れる］［触
れる］［相手に応じた動き］などの4コード
で構成され、利用者とロボットが直接触れる
という関わりが行われていた(表3参照)。  
2）ケアが認知症患者の認知機能に与える効果
　【表出感情の多様化】【対人コミュニケ
ーション能力の改善】【精神的緊張の緩和】

【外部への関心の高まり】の 4 カテゴリー
が挙げられた。【表出感情の多様化】は［見
たことのない表情の出現］［喜んでいる］［肯
定的感情の増大］を含む 6 つのコードで構
成され、特に肯定的感情の表出を改善する
効果があることが分かった(表 3 参照)。

考察
代表的カテゴリーについて考察を述べていく。
1．ぬいぐるみ・ペット型ロボット
1）人工知能を用いたコミュニケーション・ケア
　抱っこや触れ合いといった人の言語とは
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異なる方法でのコミュニケーション・ケア
が行われていた。ボウルビイは、愛着理論
において、抱っこといった直接的な身体の
触れ合いが、人との信頼関係の形成に繋が
る愛着形成の場面で重要であると提唱して
いる(8)。触れ合いは、生まれたばかりの
段階でも重要であり、人間の本能の部分で
必要としている関わりであり、認知症患者
の心の安寧にも影響を及ぼしているのでは
ないだろうか。特に、【身体的な触れ合い】
は、双方向の関わりであることで、相手の
反応に合わせた行動を考える機会となる。
佐藤は看護のケアリングでは、双方向的な
関わりにより患者は目的を達成すると述べ
ていた（9）。患者側も人工知能の反応を判
断して行動することで、思考をつかさどる
前頭葉の働きが促進され、認知機能の維持
という目標が達成されると考えられた。【
身体的な触れ合い】のケアとして、触れ合
うことで人工知能は反応を変化させていた。
人同士が感情を変化させながら関わるのと
同様に人工知能のケアでも患者の反応に合
わせて、行動を変化させることで、感情の
変化を表現し、患者の個別性に合わせて双
方向的なケアを行うことが可能なのではな
いだろうか。
　また、ぬいぐるみ・ペット型ロボットは、
動物のような柔らかな質感や温もりがそな
わっていた。宮尾らの研究では、「１日目
と２日目の温めたセラピーロボットを抱い
た時の脳血中の酸素化ヘモグロビン濃度は、
温めていない物を抱いた時と比べて、増加
しており、セラピーロボットを温めること
がより良いセラピー効果を促す」と述べら
れていた（10）。ぬいぐるみ・ペット型ロ
ボットを用いた人工知能では、触れ合いに
よる柔らかさの皮膚刺激により、脳の活動
が促され、認知機能の低下を予防する可能
性がある。また林らは柔らかいロボットと
の触れ合いにより得られる緊張の緩和、抑
鬱の改善、混乱の改善，疲労の緩和，活気
の向上に関する効果が有意に高いと述べて
いた（11）。触れ合いによる柔らかさや温
もりという皮膚刺激を、受容器が受容し、
興奮することで、神経伝達物質であるセロ
トニンが分泌される。ドパミンやノルアド

レナリンの分泌を制御する働きを持つセロ
トニンの分泌が増加することにより、自律
神経のバランスが調整され、満足感や幸福
感が得られると考えられた。以上のことか
ら、ぬいぐるみ・ペット型ロボットを用い
た人工知能では、動物のような柔らかさや
温もりを活用したケアが実施されている。
それらの触れ合いを通じて、得られる安心
感により、アニマルセラピーのような認知
症患者の周辺症状の改善や感情表出の増加
といった効果が得られる可能性があると考
えられた。周辺症状とは、心理状態や不適
切な対応及び環境によって、認知症患者に
現れるといわれている認知症の行動・心理
症状（BPSD）のことである。具体的には、
悲嘆感情の出現や、抑うつ、無気力感、幻
覚の出現、活動の活発化のことである。
2）ケアが認知症患者の認知機能に与える効果
　ぬいぐるみ・ペット型ロボットが、動物
と見た目が類似していることや動物のよう
な柔らかな質感や温もりがあることにより、
動物と触れ合う際の癒しを疑似体験し、緊
張や不安が緩和され、リハビリテーション
や日常の行動を落ち着いて行えるようにな
り、【ADL の維持・改善】が起きたのでは
ないだろうか。林は動物との触れ合いは人に
対して、充足感や緊張感の緩和、癒し、リラ
ックス効果をもたらしたと述べていた（12）。
また活動が維持・改善されることで行動が
活発化し、脳へ刺激が伝達され、認知機能
の維持に繋がると考えられた。中川らは、

「軽度から中程度の認知症患者におい
て ADL と基本的動作能力の低下は認知機
能に影響を及ぼす可能性が示唆された」と
述べていた（13）。またぬいぐるみ・ペッ
ト型ロボットとの関わりが双方向であるこ
とにより、認知症患者が話す必要性、自ら
が存在する必要性を感じられ、活動の活発
化に繋がったと考えられた。武貞は、高齢
者の自発的活動意欲についての研究で、共
同作業の要素があるリハビリテーションの
実施が、高齢者の達成感や居場所感に繋が
り、自発的活動意欲や精神的満足度の増加
に繋がると示唆されたと述べている（14）。
双方向の関わりにより、ADL の維持・改
善という身体や脳を使った活動の実施に繋
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がり、それにより認知機能を司る脳の動き
を活発化させることで、認知機能維持に繋
がると考えられた。コミュニケーションに
おいても双方向に行うことが重要であり、
以上で述べた効果が表れると考えられた。
2．二足歩行・人型ロボット
1）人工知能を用いたコミュニケーション・ケア
　【生活動作への関わり】では、人工知能
が人と同様の言語を話す。この関わりによ
り、認知症患者の脳の活動を促し、認知機
能が維持されると考えられた。中島は、「話
す」「触れる」を認知症患者に実践したこ
とにより、反応の変化がみられたことから、
ユマニチュードにおける「話す」「触れる」
の技法考えながら関わることが意思疎通の
改善に繋がると示唆されたと述べていた。
反応の変化としては、認知症患者の思いの
表出が促され、笑顔が出現し、スタッフと
患者の間に信頼関係の構築、コミュニケー
ションが可能になったという（15）。ユマ
ニチュードとはフランスのイヴ・ジネスト
とロゼット・マレスコッティにより、患者
の持つ能力を尊重したケアとして生み出さ
れたものであり、「見る」「話す」「触れる」

「立つ」の関わりを 4 つの柱として掲げて
いる。「見る」は目線を合わせて、相手に
大切に感じているという感情を伝えること
である。「触れる」はつかむのではなく、
優しく広い面積で触れる、ゆっくり触れる
という優しさを伝えつつケアを行うことで
ある。二足歩行・人型ロボットの人工知能
を用いたケアでも、触れ合いが行われてお
り、この技術を用いたケアが人工知能にも
可能であるといえる。「立つ」という関わ
りは、「立つ」ことにより体の活動能力を
妨げない、人らしさを妨げないというケア
である。人工知能が「話す」ことに対して、
認知症患者が返答しようとする。それによ
り、前頭葉が活性化され、コミュニケーシ
ョン機能に必要な物事の判断や思考の能力
が維持され、意思疎通の改善に繋がるので
はないだろうか。また生活動作上で看護師
や介護者、家族、友人と触れ合うのと同様
に、「触れる」という関わりをすることに
より、皮膚刺激が与えられ、神経伝達物質
のセロトニンが分泌される。幸せホルモン

といわれているセロトニンが分泌されるこ
とにより、自律神経のバランスが保たれ、
精神面の安定にも繋がると考えられた。看
護職の人手不足の問題がある現状（16）
において、人工知能の役割は、看護職の役
割を機械的に補うだけでなく、認知症患者
を人として尊重したケアの実施にまで及ぶ
可能性があると考えられた。トム・キット
ウッドが提唱した認知症患者を一人の人間と
して尊重しながら関わるというパーソン・セ
ンタード・ケアの関わり方がある。【生活動
作への関わり】では、感情に影響を与え、
患者の個々の生活に合わせて関わりがされ
ていた。ここから、人工知能を用いたケア
においても、生活者として生活動作に着目
して関わることで、患者を一人の人として
認識し、それを患者に伝えることが可能で
あり、認知症患者へ自らが一人の人である
ことを認識させるケアとして重要であると
考えられた。
2）ケアが認知症患者の認知機能に与える効果
　二足歩行・人型ロボット型では、人間と
類似した型をしている特徴を活かす関わり
による効果がみられた。具体的には、人間
の言語を話し、利用者が会話をする機会を
提供することで、利用者の会話の練習の機
会となり、【主体的コミュニケーション能
力の維持・改善】の効果が得られたと考え
られた。松本らは会話のきっかけとなる会
話の練習が、他者とのコミュニケーション
能力の向上に繋がったと述べていた（17）。
コミュニケーションにより、思いの表出や、
状態・感情の整理ができると共に、【自発
性・無気力感の改善】に繋がると考えられ
た。また、コミュニケーションをとること
で、利用される脳の部位、特に前頭葉が活
性化されることで、自発性・無気力感の改
善に繋がったと考えられた。二足歩行・人
型ロボットを用いた人工知能では、双方向
のコミュニケーションや患者との触れ合い
が可能であった。また人型ロボットでは人
の言語を話すことで、患者に活動を促すこ
とが可能であり、自らの足で「立つ」とい
うケアも実施することが可能であった。佐
々木は、周辺症状を呈した患者に対して、
ユマニチュードを用いたケアを行うことで、
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患者の拒否的な行動が落ち着いたと述べて
いた。具体的なケア内容としては、ケアの
内容を言語化しながら関わり、その後、視
線を合わせることに注意しながらタッチン
グを行ったという（18）。以上のことより、
ユマニチュードの目線を合わせて「見る」、

「話す」、優しく「触れる」、生活動作とし
ての「立つ」ケアの実施により、自発性が
低いことや無気力感といった陰性症状が改
善されたと考えられた。
3．両方のロボット型を用いている場合
1）人工知能を用いたコミュニケーション・ケア
　【非言語的コミュニケーション】では、
二足歩行・人型ロボットという人との触れ
合いの疑似体験になるものと、ぬいぐるみ
・ペット型ロボットという癒しに繋がる触
れ合いにより、脳が活性化され、コミュニ
ケーションの改善に繋がると考えられた。
以上のユマニチュードの「話す」「触れる」
のケアにより、認知症患者のコミュニケー
ション能力の改善に繋がると考えられた。
中島は、「話す」「触れる」といったユマニ
チュードの技法を考えながら関わることで、
認知症患者の意思疎通の改善に繋がると示
唆されたと述べていた（15）。ぬいぐるみ
・ペット型ロボットと二足歩行・人型ロボ
ットを併用することで、ケアの方法が多様
化していたことから、2 種類のロボット型
の併用が、より効果的に認知症患者の意思
疎通改善に繋げることができると考えられ
た。また、患者が言語的コミュニケーショ
ンを得意とするのか、非言語的コミュニケ
ーションを得意とするのかという特徴に合
わせて、使用するロボットの型を変更する
と良いのではないだろうか。
2）ケアが認知症患者の認知機能に与える効果
　ぬいぐるみ・ペット型ロボットと二足歩行・
人型ロボットの両方を用いて、人工知能のコ
ミュニケーション・ケアを行うことで、患者
が感情に触れるとともに、多くの感情表出方
法を知る機会となり、【表出感情の多様化】
に効果が表れたと考えられた。千野は、非言
語的コミュニケーションを意識して、患者に
関わった結果、患者が感情の表出をできるよ
うになったと述べていた（19）。一方で、言
語的コミュニケーション・ケアでは、感情

をコントロールする前頭葉の機能が活性化
し、感情表出の改善に繋がったと考えられ
た。またぬいぐるみ・ペット型ロボットと
の関わりが、アニマルセラピーの疑似体験
となり、精神的な不安定が改善され、人と
の交流が可能となり、感情がより活発にな
ったと考えられた。下山らは、アニマルセ
ラピーを重ねることにより、精神的な不安
定さが減少し、他患者との交流も良好にな
ったと述べていた（20）。アニマルセラピ
ーでは、動物が使用されるが、ぬいぐるみ・
ペット型ロボットは、アニマルセラピーで
用いられる動物のように丸みや大きな目、
柔らかさが存在している。それらが認知症
患者へ好感を与えることで、視床下部へ信
号を出し、副交感神経が働き、セロトニン
の分泌が促進される。自律神経のバランス
を整えるセロトニンが分泌されることで、
認知症患者の不安定な精神状態が安定化し、
幸福感を得られやすくなった。幸福感を感
じることで、肯定的感情の表出が促進され、感
情の表出が多様化したのではないだろうか。

結論
　認知症患者に対する人工知能を用いたコ
ミュニケーション・ケアは、ぬいぐるみ・
ペット型ロボットと二足歩行・人型ロボッ
トの両方で以下のような効果がある事が示
唆された。認知機能に対する効果としては、
二足歩行・人型ロボットは言語的コミュニ
ケーションの機能の改善、ぬいぐるみ・ペ
ット型ロボットは、認知症の周辺症状の出
現予防と改善があることが示唆された。
人工知能を用いたコミュニケーション・ケ
アと認知機能に対する効果について明らか
にする為に文献を質的帰納的に分析した。
その結果、ぬいぐるみ・ペット型ロボット
では、【バーバルコミュニケーション】【身
体的な触れ合い】【刺激によるロボットの行
動変化】のケアが行われていた。効果で
は7カテゴリーが挙げられ、【ADLの維持
・改善】【主体的行動の改善】【意欲・見当
識の改善】【精神の安寧】【体内動態の改善】

【コミュニケーション方法の多様化】【感情
表出の活発化】の効果が明らかになった。
　二足歩行・人型ロボットでは、ケアとし
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て 5 カテゴリーが挙げられ、【生活動作へ
の関わり】【脳の活動の促し】【視覚的変化
による刺激】【身体的活動の促し】【安全の
管理】が行われていた。また 7 カテゴリー
が効果として挙げられ、【主体的コミュニ
ケーション能力の維持・改善】【自発性・無
気力感の改善】【注意・集中力の改善】【肯
定的自己概念の向上】【肯定的感情の出現】

【娯楽的な身体的活動の維持・改善】【不安
定な感情表出の改善】の効果があった。
　両方のロボット型を用いている場合では、

【発語機能の認知】【非言語的コミュニケー
ション】【人からの指示に対する適応】【共
同作業の実施】【聴覚を刺激する関わり】
のケアが行われ、【表出感情の多様化】【対
人コミュニケーション能力の改善】【精神
的緊張の緩和】【外部への関心の高まり】
といった 4 つの効果が明らかになった。

利益相反の有無
　本研究に関して，開示すべき利益相反は
ない。
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Literature review of pre­and post­ intervention 
comparisons of using artificial intelligence 

communication care and the effects on cognitive function 
of dementia

Ayame Katayama 1),  Jumpei Matsuura 2)
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Summary
The purpose of this study is to uncover intelligence communication care using 

artificial for dementia patients and the effects on cognitive function. For this purpose, 
we conducted a qualitative inductive review of the literature on these topics. Using 
the ICHUSHI web Ver. 6, a search was conducted for the terms “dementia + 
communication + artificial intelligence” for original papers. Of the 18­literature 
extracted, 12­literature that indicated care using artificial intelligence for patients 
with dementia were selected as the target. As a result, 74 codes were extracted for 
communication care using artificial intelligence, and 93 codes were extracted for the 
effects on cognitive function of dementia patients. Care using stuffed toys and pet­type 
robots are three categories such as "physical contact", and the effects are seven 
categories such as"maintenance and improvement of activities of daily living (ADL) 
and physical activity". For care using a biped/humanoid robot, five categories were 
extracted, including "involvement in daily living activities", and seven categories were 
extracted for effectiveness, including "improvement of communication skills". For care 
using both types of robots are five categories including  "nonverbal communication" 
and the effects are four categories including "diversification of expressed 
emotions".These results suggest that artificial intelligence care improves the mental 
and physical activity abilities of dementia patients, which in turn improves their 
cognitive functions.

Keywords: artificial intelligence, dementia, communication care, robot


